
鹿屋体育大学聴講生規則 

 
                                昭和６０年 ４ 月２４日 

                                規  則 第  ４  号 

改正 昭和６２年 １ 月１４日  平成３１年４月１９日 

規  則 第  ２  号  規 則 第 ２ １ 号 

昭和６３年 ４ 月 １ 日  令 和 ３ 年 ７ 月 １ 日 

規  則 第 １ 号   規 則 第 ４ ９ 号 

昭和６３年 ５ 月２５日  令和３年１２月１４日 

規  則 第 ８ 号  規 則 第 ６ １ 号 

平成 ５ 年 ２ 月１８日  令和８年６月２３日 

規  則 第  ４  号  規 則 第 ２ ２ 号 

平成１６年 ４ 月 １ 日  

規   則  第３６号  

平成２７年 ３ 月１８日  

規  則 第  ９ 号  

平成３０年 ３ 月１２日  

規  則 第 １１ 号  

 
 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、鹿屋体育大学学則（平成１６年規則第２号）第６７条の規定に基づき、本  

学における聴講生について必要な事項を定める。 

 

 （入学の時期） 

第２条 聴講生の入学の時期は、原則として学年又は学期の始めとする。 

 

 （入学資格） 

第３条 聴講生の入学資格は、当該授業科目を履修するに十分な学力を有すると認めた者とする。 
２ 外国人留学生の場合、前項に加え、「日本語教育の参照枠」（令和３年 10月 12日文化審議

会国語分科会）において、高度に自立して日本語を理解し使用することができる水準とされて

いるＢ２相当の日本語能力を有する者 
 

 （入学の出願） 

第４条 聴講生として入学を志願する者は、次の各号に掲げる書類に検定料を添えて、学長に願

い出なければならない。 

 (1) 入学願書（別紙様式第１号） 

 (2) 履歴書（別紙様式第２号）及び健康診断書（別紙様式第３号） 

 (3) 最終出身学校の成績証明書及び卒業証明書又は修了証明書 

 (4) 在職中の者は、その所属機関等の長の承諾書 
(5) 日本語能力を証明する書類（日本語能力試験（JLPT）又は、日本語教育機関の証明書） 

   （外国人留学生のみ） 

 (6) 経費支弁書（別紙様式第４号）及び経費支弁能力を確認できる書類（経費支弁者の銀行 
口座の残高証明書等）（外国人留学生のみ） 

 (7) 身元保証書（別紙様式第５号）（外国人留学生のみ） 
 (8) 日本国内の日本語教育機関等の在籍期間、学習時間及び出席率の分かる書類 

（外国人留学生のうち、既に「留学」の在留資格を有する者） 
 

 （入学者の選考） 

第５条 前条の入学志願者については、書類選考を実施し、必要があると認めるときは面接を実
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施の上、教務委員会又は研究科教務委員会の議を経て学長が選考を行う。 

 

 （入学手続及び入学許可） 

第６条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに所定の書類を提

出するとともに、入学料を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

 

 （聴講期間） 

第７条 聴講期間は、入学を許可された年度内（聴講を許可された授業科目の開講される期間）

とする。 

 

 （聴講証明書） 

第８条 科目の聴講を終えた者には、本人の請求により聴講証明書を与える。 

 

 （検定料及び入学料） 

第９条 検定料及び入学料の額は、国立大学法人鹿屋体育大学における授業料その他の費用に関

する規程（平成１６年規程第６号）に定める額とする。 

 

 （授業料） 

第１０条 授業料の額は、国立大学法人鹿屋体育大学における授業料その他の費用に関する規程

に定める額とし、当該年度内に聴講を予定する授業のすべてについて、入学許可を受けたとき

に納付しなければならない。 

 

 （既納の授業料等） 

第１１条 納付した検定料、入学料及び授業料は、還付しない。  

 

 （その他） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、聴講生に関し、必要な事項は、学則及び鹿屋体育大学

学生規則の規定を準用するものとする。 

 

 

   附 則 

 この規則は、昭和６０年４月２４日から施行する。 

 

   附 則（昭６２．１．１４規則第２号） 

 この規則は、昭和６２年２月１日から施行する。 

 

   附 則（昭６３．４．１規則第１号） 

 この規則は、昭和６３年４月１日から施行する。 

 

   附 則（昭６３．５．２５規則第８号） 

 この規則は、昭和６３年５月２５日から施行する。 

 

   附 則（平５．２．１８規則第４号） 

 この規則は、平成５年４月１日から施行する。 

 

   附 則（平１６．４．１規則第３６号） 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 
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附 則（平２７．３．１８規則第９号） 

 この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

附 則（平３０．３．１２規則第１１号） 

 この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

 

附 則（平３１．４．１９規則第２１号） 

この規則は、令和元年５月１日から施行する。 

 

   附 則（令３．７．１規則第４９号） 

 この規則は令和３年７月１日から施行する。 

 

   附 則（令３．１２．１４規則第６１号） 

 この規則は令和３年１２月１４日から施行する。 

 

附 則（令８．６．２３規則第２２号） 

 この規則は、令和８年６月２３日から施行し、令和８年６月１日から適用する。 
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別紙様式第１号 

入  学  願  書 
                                 （聴講生） 

鹿屋体育大学 受付番号 ※ 

ふり  がな 

氏    名 

 
男 

・ 

女 

写  真 

（署名） 

        年    月    日生 

入 学 期 間 令和   年   月   日～令和   年   月   日 

現  住  所 

〒 

 

 

          TEL（    ）   － 

最終出身学校 

卒 業 年 月 日 

 

    昭和・平成・令和   年   月   日  卒業・修了（見込） 

勤 務 先 等 

 

 

              TEL（    ）   － 

父

母

等

関

係

者 

氏  名 
 

続 柄 
 

住  所 

〒 

 

 

              TEL（    ）   － 

勤務先等 
 

聴 

 

講 

 

科 

 

目 

授 業 科 目 名 単位数 担 当 教 員 担当教員確認欄 

    

    

    

    

    

入 学 の 目 的 

（何のために当該授業科

目を聴講するか、詳細

に記載すること。） 

 

 

備考 １．※の欄は記入しないこと。 

２．担当教員確認欄に授業担当教員の承諾をえること。 

３．父母等関係者は、入学を志願する者が未成年の場合はその親権者とし、成年の場合は 

３親等以内の親族とする。この要件に合うものが選定できない場合は、独立の生計を 

営む成年者であり、入学志願者の指導・支援への意向のある者とする。 
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履 歴 書 

フリ      ガナ  

氏    名 

 

  

国     籍 
※外国籍の場合のみ記載 

  

性 別 

  

生年月日 年     月      日生 

現  住  所 

 〒 

（電話） 

                （e-mail） 

 

 最 終 学 歴 昭和 ・ 平成 ・ 令和     年                                  卒業 ・ 修了 

年 月 日 経                             歴 備     考 

          

          

          

          

          

          

勤  

務  

先 

 

名    称 

  

所 在 地 

 〒 

（電話） 

 役    職 

  

所属長役職 

  

所属長氏名 

  

別紙様式第２号 
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別紙様式第３号 

 

鹿屋体育大学 聴講生 入学志願者 

 

健 康 診 断 書 

 

 

フリガナ 

 

 

 

 

 男 

 ・ 

 女 

 

 

 

 

 現住所 

 

 

 

 〒 

 

 

 

  TEL 

 

氏  名 

 

生年月日 

 

 

 

      年  月  日生 

診  断  事  項 

健 

 

康 

 

の 

 

状 

 

況 

視 力 
右 

 

               （    ） 

胸部Ｘ線検査 
撮影年月日 

 年   月   日 
直接 ・ 間接   NO.  

所見 

 

左 

 

               （    ） 

聴 力 
右 

 

 正常 ・ 異常  （    ） 

左 

 

 正常 ・ 異常  （    ） 

 その他の疾病 

 及 び 異 常       なし ・ あり （                   ） 

医師の所見（入学後健康の管理上注意すべき事項） 

 

 

 

 

   診断の結果上記のとおり相違ないことを証明する。 

   令 和   年   月   日 

 

     住所（所在地） 

 

     医療機関名 

 

     医師の氏名                    印 

 

 （注）１．この健康診断書の診断事項を全て受診の上、診断結果を記入してください。 

    ２．診断事項中、異常又は特に記入事項がない場合でもその旨を記入して下さい。 
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経 費 支 弁 書 

 

 鹿屋体育大学長 殿 
 

国 籍                  

氏 名                  

                        年  月  日生（ 男 ・ 女 ） 

私は、このたび上記の者が日本国に ｛入国した場合  ・  在留中 ｝ の経費支弁者になりま

したので、下記のとおり経費支弁の引受け経緯を説明するとともに経費支弁について証明します。 

 
記 

１ 経費支弁の引受け経緯（申請者の経費の支弁を引受けた経緯及び申請者との関係について具

体的に記載してください。） 

                                         

                                         

                                         

                                         

 
２ 経費支弁内容 

私                              は、上記の者の日本国滞在について、下記のとおり経費支弁す

ることを証明します。また、上記の者が在留期間更新許可申請の際には、送金証明書又は本人名義の

預金通帳 （送金事実、 経費支弁事実が記載されたもの） の写し等で、生活費等の支弁事実を明ら

かにする書類を提出します。 

記 

（1）学 費  毎月・半年ごと・年間       円 

（2）生活費  月額               円 

（3）支弁方法（送金・振り込み等支弁方法を具体的に書いてください。） 

                                            

                                            

（4）年間収入                 円 

（5）職業                     

（6）勤務先住所                                     

  年  月  日 

経費支弁者  住所 〒                               

Tel                  

氏名（署名）                    印 

学生との関係                      

別紙様式第４号 
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身 元 保 証 書 
 

 

 国    籍 

 出願時の住所 

 氏    名 

 性    別 

 生 年 月 日  西暦     年   月   日生 

 

 

 鹿屋体育大学長 殿 

 

 上記の者が貴学に入学許可になりましたときは、私は責任をもって本人の在学中 

下記のことを保証いたします。 

 

記 
 
１．本人が入国目的以外の活動をせず、その他日本国法令を遵守するよう監督すること。 

２．本人が学費、生活費及び帰国旅費を支払い出来ないときは、私が負担すること。 

３．本人が日本国法令上関係するいかなる場合においても私が身元を引き受けること。 

 

      年  月  日 

 

  保 証 人 氏 名 

  現  住  所 

  （電話番号） 

  職     業 

  (勤務先・役職) 

  勤 務 先 住 所 

   (電話番号) 

  申請人との関係 

別紙様式第５号 


